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プロジェクトチーム設置の
趣旨と検討の経緯

　道は『本道の優れた自然や文化の
中から、次の世代に伝えていくべき
ものを「北の遺産」として選び、その
掘り起こしの過程で、地域の持つ価
値を広く認識するとともに、北海道
が世界に誇る「北の遺産」として、世
界中に発信する』　ことをねらいとし
た「北の世界遺産構想」を平成９年４
月に提唱しました。
　『北の世界遺産推進方策検討プロ
ジェクトチーム』は、この構想を道の
施策として具体化するために平成９
年８月に設置され、現在まで約一年
半の検討を行い、道として行うべき
施策等について、プロジェクトチー
ムの提言として本報告書に取りまと
めたところです。

本報告書の性格

　プロジェクトチームとして検討を
重ねるうちに、「この取り組みは、道
が主体となって推進するべきもので
はなく、民主導、あるいは民産学官が
パートナーとなり事業展開を図るべ
きものである」という基本的な方向
が固まり、単なる道施策への提言と
いう性格よりも、むしろ民産学官に
よるオール北海道の取り組みの提案
として報告書をまとめることに重点
を置きました。
　しかしながら、この報告書のみを
起爆剤として、自然発生的に道内各
地で「北海道遺産」の取り組みが展開
されるということは困難です。その
ため、道の施策として先導的に行う
べき「きっかけづくり」や側面的な支
援等については、道が主体的に行う
べき施策提言として取りまとめてい
ます。
　報告書の構成上は、第１部として
全ての北海道民に対しての提案、第
２部として道への施策提言という流
れになっています。

「北海道遺産」という
ネーミングについて

　前述のとおり、当初、このプロジェ
クトチームは、道の提唱する「北の世
界遺産」を具体化するためのプロ
ジェクトチームとしてスタートしま
した。その後、中間報告書では、ユネ
スコの世界遺産との混同をさけ、北
海道独自の取り組みをアピールする
ために「北の遺産」に名称を変えてい
ます。
　今回の最終報告書では、より北海
道という土地、風土を意識した取り
組みにしたいという願いから「北海
道遺産」という名称に統一すること
としました。
　なお、本文中、「北海道遺産」とい
う名称は、それぞれの地域資源その
ものを表す言葉として、また、全体と
しての取り組み（プロジェクト）の名
称としても使用しています。

北の世界遺産推進方策検討プロジェクトチーム報告書概要版北の世界遺産推進方策検討プロジェクトチーム報告書概要版北の世界遺産推進方策検討プロジェクトチーム報告書概要版北の世界遺産推進方策検討プロジェクトチーム報告書概要版北の世界遺産推進方策検討プロジェクトチーム報告書概要版

北海道は次世代に何を遺せるのか
北海道の自然や文化を遺産として掘り起こす過程で

地域の持つ価値に目覚め
かけがえのない『北海道』を守り育て
確実に後世に伝えていきたい
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第１章 「北海道遺産」とは

■「北海道遺産」とは
　「遺産」とは、一般的に「前代が残した財産や資産」と
いったイメージがありますが、このプロジェクトチーム
では、「私たち今の世代が次の世代に引き継ぎたい大切な
宝物」といった広い視点で用いています。すなわち、「過
去から引き継いだもの」「現在存在するもの」「これから創
るもの」、これら全てが「遺産」の対象になります。
　こうした視点に立つと、これまで国立公園や文化財な
どの制度で指定されてきたものの他にも、様々なものが
「北海道遺産」の対象となるでしょう。

■たとえば、こんなに色々なものが考えられます

■また、こんな視点でとらえることが必要です

■そしてこんなものも「北海道遺産」として考えられます

■こんな取り組みをめざしています
　「北海道遺産」の取り組みとは、北海道がもつ様々な有
形・無形の財産を掘り起こし、その価値に目覚め、磨きを
かけていくことで、かけがえのない北海道を守り育て、確
実に後世に伝えていくための取り組みです。 　
　この取り組みを通じて、新しい時代の活力を創造し、愛
着と品格と尊厳を持ちながら自らの地域を育くんでいく。
そんな新しい北海道づくりに向けた提案です。

もいたきいてて育り守に切大
のもいたえ伝に代世の次、の ・・ 点視のれ入い思

域地、れま育てっよに人の域地
のもるえ与を沢恵に人の ・・ 点視のりわ関のと域地

てっ創を域地、のもる語を域地
のもる語を々人たき ・・ 点視のーリートス

、のもたれくてし残が代世の前
のもたきてげあり造が代世の今 ・・ 点視ぐ継け受

のもたし出み生が然自○ 、形地、石化、観景然自、系態生
どな林森

のもく解紐を史歴○ 物人、跡遺、構遺、社寺、物築建
どな

のもたきてえ支を業産○
鉱、法工的統伝、景風の村漁農
、梁橋、ムダ、所電発、場工、山

どな道鉄

のもる語を化文○ 景み並街、謡民、り祭、品作術芸
どな化文の族民ヌイア、観

のもたしざ根に活生○ な山里、品芸民、葉言、品用活生
ど

いわりなやしら暮の常日
りわ関のと ・・ え変を方見もでのもの前りたあ

のもるわ変の値価とる
産遺る創、産遺るて育 ・・ のもくいてし造創にた新を値価

産遺な的合複 ・・ わ合がかつくい、りが広な的面
のもつ持を値価てっさ

産遺の負 ・・ 留に憶記の々人、てめ含も省反
のもいたきおてめ

のもな朴素 ・・ ちがれさご過見で近身にりまあ
のもな

「遺産」の掘り起こし
○「北海道遺産」の理念を幅広く普及させ、道民みんなで「北海道遺産」となるものを掘
　り起こします。
○掘り起こされた（推薦された）候補をリストアップして発信することにより、相互の情
　報交換を図り、機運を高めていきます。

○推薦された候補の中から「北海道遺産」を選定します。
○選定にあたっては、北海道オリジナルの基準を用いるとともに、たくさんの人が参加で
　きるようなプロセスで選んでいきます。

○「北海道遺産」を大切に守り育て、魅力を高めていくために、地域の皆さんが中心となっ
　て、保全と活用の方策を検討します。
○個々の「遺産」によって方法はいろいろです。地域の皆さん・企業・行政などが協力し
　て様々な方策（メニュー）を組み合わせることにより、各々の遺産に合った保全と活用
　を行います。

○個々の遺産に関わる「人」「情報」「移動手段」などをネットワークすることにより、「北
　海道遺産」の魅力をより高めていきます。
○「北海道遺産」を素材として、地域一円、北海道全体が一つの生きたミュージアムとな
　るような魅力ある地域を創っていきます。

＜「北海道遺産」の取り組みの全体イメージ＞

「遺産」の選定

「遺産」の保全と活用

「遺産」を活用した地域づくり

新たな魅力を持った北海道の創出新たな魅力を持った北海道の創出新たな魅力を持った北海道の創出新たな魅力を持った北海道の創出新たな魅力を持った北海道の創出

北海道へのメッセージ
北海道には様々な価値のある有形・無形の財産がたくさんあります。
しかしながら、私たち北海道にすむ者の多くがそのとてつもない価値に気づいていません。
２０世紀から２１世紀に移りゆく歴史的な節目である今、北海道が後世に遺すべき様々なものに気づき、
その価値に目覚め、守り育てて、次世代に向けて確実に伝えて行かなければなりません。
そのために、北海道遺産を提案します。

第 １ 部第 １ 部第 １ 部第 １ 部第 １ 部
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■なぜ、今「北海道遺産」か
　今ユネスコでは、地球上の様々な自然や文化の中から、
きわだった価値をもつものを「世界遺産」として登録し、
世界のすべての人にとって、かけがえのない宝物として
遺していこうという運動が進められており、昨年暮れに
は京都で締約国会議が開催されています。我が国でも現
在「自然遺産」として２件、「文化遺産」として７件が登
録されています。
　同じような視点で北海道を見ると、北海道という土地、
風土が作り出した自然、またその自然を土台として私た
ちが築き上げてきた文化、産業、生活など、道内には多様
で思いを込めるべき地域資源がたくさんあるのではない
でしょうか。
  こうした北海道にある様々な資源（財産・宝もの）…あ
るものは知らず知らずに壊され、失われ、またあるものは
その価値を発揮できぬまま光を当てられずにいるもの…
を北海道独自の視点で発掘し、道民共有の財産として未
来に引き継いでいくことを通して、道民一丸となった「北
海道さがし」「北海道づくり」を、今、行うことが大切だ
と考えます。
　こうした取り組みが、「北海道スタンダード」「北海道に
こだわる」といったこれからの北海道が目指す姿（自主・
自律の地域社会）を実現するための大きなきっかけとな
ることを確信しています。
　記憶が直接伝承される限界は「おじいさんのおじいさ
んの時代」と言われます。これ以上は記録などを紐解かな
ければなりません。北海道の開拓からほぼ１３０年が経
過した今（もちろん開拓使以前から北海道の歴史は脈々
と続いていますが）、「北海道の記憶」を「北海道遺産」と
して認識し、後世に残す作業に取りかかるためには、今す
ぐ行動を起こさなければ間に合いません。
　これらの記憶の中には、決して忘れてはならない、しか
も放っておけば二度と手に入れることのできない「大切
な記憶」がふんだんにあるように思います。そして、私た
ちもとりあえず孫の孫の世代あたりを意識して、どんな
北海道を遺していけるかを考えてみるよい機会にもなる
のではないでしょうか。

■「北海道遺産」に取り組むことにより、多くのメリット
が生まれます

■様々な保全活用策が考えられます
　「遺産」の数と同じだけ多種多様な形態が考えられます。
また、保全活用に関わる主体についても、その対象に応じ
て、地域住民が主体になるもの、行政が先導的に行うも
の、企業やマスコミと連携してより効果を高めるものな
ど、やり方はいろいろです。
　柔軟な視点で、保全活用する事が重要です。

■取り組みのその先には北海道に対する新しい視点がひ
らけます

＞トッリメすらたもがスセロプのみ組り取＜

。つ持を着愛、び学、り知を域地てし通をしこ起り掘・
。るす続持がりくづ域地たし律自てし通を加参・

。すこ起り掘を信自るす有に的在潜が域地、てしそ・

＞トッリメすらたもが果結のみ組り取＜

。に化性活の人や会社が流交たし用活を産遺・
。に化性活の済経し用活にどな育教や光観を産遺・

。を進促の用雇てし通を用活・全保の産遺・

用活のＯＰＮ・

）へ型験体らか型学見（用活のへムズリーツ・

りくづ点拠たし用利をどな校廃・

）じく宝産遺（発開の品商融金のめたの保確金資用活全保・

）習学涯生、育教会社、育教然自（用活のへ育教・

化クンタクンシの校学等高や校学中小・

＞）化ドンラブ（し出し醸の道海北＜

の特独、感国異、さ深いわ味・ ｢ 気空 ｢｣ 風｣ 。るせさじ感を
。成醸ンモロェフるけつき魅を々人・

＞し直い問の性能可と値価の道海北＜

。着定の動活民住や動活済経いし新・
。任責と着愛のへ域地う伴に観値価なた新・

。保確の性品と厳尊・

＞道海北のてしとムアジーュミたき生＜

な彩多・ ｢ 産遺道海北 ｣ 、りよにとこるす化クーワトッネを
。るなに）館物博（ムアジーュミのつとひが体全道海北
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第２章 「北海道遺産」の掘り起こしと選定

　この「北海道遺産」の掘り起こしと選定は、様々
な方法が考えられ、システム化が最も難しい部分で
すが、この過程を大事にすることが、北海道を知り、
愛着を感じる第一歩となります。

■何のための掘り起こし、どうやって選定するか
　これまで様々な制度によって自然、文化などの地域資
源が保全されてきました。もちろん、それらは全て北海道
が残すべき大切な遺産ですが、道内には、そうした既存の
枠組みの中では、見過ごされがちなものでも、光り輝く資
質をもったものが多くあります。
　そうした遺産予備軍にもスポットをあて、磨きあげて
いくためにも、みんなで今一度地域資源を掘り起こす作
業が必要です。

第３章
緊急課題その１「産業遺産」の保全と活用

　北海道には産業遺産がたくさんあります。
　日本の近代化を支えた、石炭産業、鉄鋼産業、林
産業、その時代のインフラとして活躍した鉄道。こ
れらの一時代を支えた産業の遺構は、２０世紀の後
半に次々と無くなっています。そして、これらの遺
産は、地域の誇りとするべき重要な記憶です。
　北海道の成り立ちと存在を解読する重要な記憶で
ある産業遺産は、一度原形を失うと元には戻りませ
ん。次々とこれらの記憶が失われていく今、通常の
「北海道遺産」の保全・活用の考え方とは、一線を画
した緊急的な対応が必要です。

■産業遺産とは
　産業遺産については、まだ範囲や定義が確立されては
いませんが、この報告書では「近代（明治以降）の産業活
動の結果として遺された有形、無形の資料」として整理し
ます。

■産業遺産の保全と活用の意義
　意義として次のことが挙げられます。

■保全・活用の課題
　産業遺産の保全活用については、蓄積されたノウハウ
が少なく、社会制度として整っていないため、その対応に
苦慮している自治体が多くなっています。また、その価値
に気づかないため、どんどん消滅しているのです。なによ
りも、緊急な対応が必要となっています。

■産業遺産の保全に係る道の役割について
　こうした取り組みについては、地域が主体となって取
り組むことが基本ですが、緊急な対応が望まれるため、行
政（特に北海道）の先導的な取り組みが必要です。

＞はしこ起り掘＜

重を観主、準基断判い広幅、観値価な様多、想発な由自・
。で点視なトッエウたし視　

ラバけだるきで、い使を体媒な々様どなトッネータンイ・
。で法方だん富にィテエ　

。で下の加参民道のく多りよ、てしそ・

＞りくづスーベターデ源資域地＜

ーデを」補候産遺道海北「、ていつにのもたしこ起り掘・
。積蓄てし化スーベタ　

しと源資域地、くなはで軍備予の」産遺道海北「るな単・
。るす用活、し信発て　

＞定選の産遺道海北＜
基なクッシーベ（準基るす視重をどなりわ関のと域地「・
基なイラド（準基るす価評らか点観な的観客「と」）準　
の準基定選、がるす定選に」産遺道海北「りよに」）準　
進でかなのりわかかの民道のく多りよも業作定選や定設　

。るめ　
設に）どな団財（外庁はに的本基、は織組進推のられこ・
っ行をトーポサな要必が道、てし対に織組進推、し置　

。すまきいて　

たれさ残てしと果成の動活業産どな面図、物造建、械機・
。料資形有　

れさ承伝存保てしと物形無どな法方造製、歌働労、術技・
。術技業産る　

＞てしと義意的史歴＜

　共報情のめたくいてしか生に来未、り知を術技の去過・
。有　

。会機や料材るす解理をみ営の間人、境環、域地・

＞てしと義意的域地＜

。産遺業産のてしと性個、動感とンマロ、り誇の域地・
的続持の術技統伝、光観（。産遺業産のてしと源資済経・

）全保　
産のてしと化文域地、会機習学、興振域地、りくづちま・

。用活の産遺業　

北海道遺産選定方法のイメージ

道民からの応募 遺産発掘団による調査 その他の方法

遺産発掘団等による資質調査
（ベーシックな基準、ドライな基準）

インターネットなど
を利用して発信

遺産選定委員会による
「北海道遺産」の選定

リストへの登録
（データベースの作成）
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第４章
緊急課題その２
「世界遺産」登録への取り組み

　北海道で今世紀急速に失われてきたものに、自然
があります。もちろん、北海道の２０世紀中盤まで
は開拓の歴史であり、自然は克服する対象でした
が、近年、その優れた自然環境は注目の的となって
います。北海道にとっての自然環境は、世界に誇る
べき最も重要な財産です。
　また、道内各地で発掘されている縄文遺跡など、
積極的に継承するべき文化遺産もあります。
　この、自然環境の希少性や、北海道の文化資産を
認識し、積極的に保全と活用を図るためには、ユネ
スコが現在行っている「世界遺産」登録が最も効果
的な取り組みとなります。

■ユネスコ世界遺産とは
　地球上の様々な自然や文化の中から、きわだった価値
をもつものを人類共通の財産として登録し、世界のすべ
ての人にとってかけがえのない宝物として遺していこう
という運動が進められています。

<現在登録されている世界遺産の概要（１９９８年１２月現在）>
  登録件数５８２件

 （文化遺産４４５件、自然遺産１１７件、複合遺産２０件）

　日本では文化遺産として７件、自然遺産として２件登
録されています。
　文化遺産：「姫路城」「法隆寺地域の仏教建造物」「白川
郷・五箇山の合掌造り集落」「古都京都の文化財」「原爆
ドーム」「厳島神社」「古都奈良の文化財」
　自然遺産：「白神山地」「屋久島」

■　世界遺産登録に取り組む意義
＜社会全体による保全・活用に向けたコンセンサスづく
り＞
　世界遺産の登録については、その登録基準が大変きび
しく、対象となる資源自体の資質の国際的価値や国内法
による当該地域の保全が担保されていることはもちろん、
地域住民の保全に対する意識なども問われてきます。
　そうした高いハードルを越えるために、地域が共通の
目標を持って行動することで、保全・活用への意識が高ま
り、その結果「北海道遺産」の資質や価値が高まってい
くと考えられます。
　すなわち、登録という結果そのものよりも、登録へ向
かっての運動自体が、「北海道遺産」の保全と活用の一方
策となり得るのです。
＜国際的な商品価値＞
 「世界遺産」に登録されれば、道民にとっての「遺産」と
いうだけでなく、人類共通の「遺産」として地域に課せら
れた保全と活用の責任は重くなります。しかし、そうした
責任を果たすことで、「遺産」の国際的価値は高まり、調
査、研究、視察も含めた観光入り込み客の増加など、地域
振興への寄与も多大なものとなります。
＜世界遺産登録に向けて道ができる支援＞
道が実施するべき支援策には次のような事項があります。
資質調査（学術的に見て世界遺産に匹敵するか）
登録効果調査（地域や道全体にもたらす効果）
地域連携の支援、保全活用策の検討と実施
国への積極的な働きかけ

■　北海道の世界遺産候補（プロジェクトチームとして
の候補案）
これらはプロジェクトチームが、専門家からの意見聴取
や現地調査などにより選んだものであり、詳細な評価は
今後に委ねたいと考えています。

＞てしと産遺然自＜

域地山雪大 大、落群物植山高い高の性始原で大広
群物植動な様多のどな類乳ほ型

域地床知 支をれそ、と環循の系態生然自の始原
集群物生な様多るえ

域地脈山高日 、形地河氷な異特、観景然自たし出傑
落群物植山高な様多

群原湿域地東道 成形を群原湿な様多いな見を類に他

＞てしと産遺化文＜

遺化文文縄の南道
群跡

跡遺の模規大最す示を化文の有固本日
群
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「北海道遺産」の実現に向けて第 ２ 部第 ２ 部第 ２ 部第 ２ 部第 ２ 部

第１章 ５つの推進戦略

　第１部で提案した「北海道遺産」という壮大な取
り組みを実現するためには、道民相互が共通の目標
を持ち、個人と全体が常に応答しながら地道な活動
を行っていくことが必要です。そのための共通の目
標として、次の５つの観点からの推進戦略を展開し
ます。

情報戦略　組織戦略　育成戦略　経済戦略　展開戦略

　これらは、どこか特定の組織が行うというもので
はなく、関係者が協力しあって全体的に推進されて
いくことが理想的です。とはいえ、呼び水や後押し
として、行政が果たす「黒子」としての役割はきわ
めて大きいものがあります。各々の戦略の趣旨を以
下に示します。

第２章　当面の施策スキームの提案　

　北海道が「北海道遺産」プロジェクトを推進する

ために、当面の対応として次のように提案します。
第１段階（事業初年度を想定）
○庁内推進体制の構築………窓口の設置、庁内連絡体制
  の構築
○「北海道遺産」の普及・啓発事業の実施
  →広報誌、政策情報誌、ホームページ等の活用、啓発用
  冊子（パンフレット、事例集等）の作成、配布
  →フォーラム、写真展などの開催　など
○「北海道遺産」推進母体設立準備会の立ち上げ
  →人選、会議開催、様々な団体等との非公式打ち合わせ
  など
○「掘り起こし」キャンペーンの実施
○「北海道遺産」データベースの開発
○ユネスコ世界遺産登録に関する資質調査等
○緊急な保全措置を要する産業遺産等の洗い出し

第２段階（次年度以降を想定）
○先導的、モデル的事業の実施………地域
  限定のモデル事業実施
○普及・啓発事業の拡充………初年度より
  継続、他団体等との連携による幅広い取
  り組みの実施
○設立準備会による検討……初年度より継
  続、組織のあり方、運営方法などについて
  さらに検討
○「北海道遺産」選定事業（試行）……準備
  会が主体となった選定事業の施行実施
○「北海道遺産」データベースの作成……
  「北海道遺産候補」を継続的にリストアッ
  プ

）略戦及普（略戦報情）１（

め深を解理るす対に姿す指目、ずまもりよ何
アィデメな々様、りあで切大がとこうらもて
てっそそを味興、てし用活に的果効を法手や
受、くなはで信発報情な的方一るな単。くい
よたし示例で案提の用活全保、にもとと力信
人るあ心関、にらさ。るれらめ求が夫工なう
み組仕の有共報情るえ応にれそ、てし対に々

　。くいてっ作も

略戦織組）２（

支はにらさ、グンリセンウカやクンタクンシ
くいてっなと役引牽の体全、てじ通を動活援
織組なんど。るあで欠可不は在存の織組進推
営運にうよのど、い担を能機なんそ、り作を

。るくてっなに要重もてと、がかくいてし

）りくづ人（略戦成育）３（

も、で上う行を用活全保や掘発の産遺で域地
っ担を動行な的体具、はのるなと盤基もとっ
すや増もでりとひをれこ、りあで々人くいて
社、育教校学（習学涯生。るなと切大がとこ
な々様、てしと）どな動活外野、動活化文会
で切大がりくづ人い広幅たし通を階段と会機

。るあ

略戦済経）４（

済経で所随、が動活・動運の」産遺道海北「
もでし少をさか豊の域地にらさ、し続持に的
がとこすらたもを及波済経で向方るせさ実充
、通流・輸運、業農。いしま望りよばれきで
様、どなスネジビいし新他のそ、報情、光観
実をれそてしそ、きづ気に性能可的済経な々
。るあで要必がけ掛仕とみ組仕るけいてし践

しな見と源資済経の域地をられこ、ばえ例
クットスにめたの来将、りたっ作を図地、て
能可、力在潜つ持が源資のれぞれそ、りたし
ーマ、たま。るれらえ考もとこるす価評を性

。るくてっなに要重も析分のグンィテケ

略戦開展）５（

・動運な的体具たげ掲に）４（～）１（記上
的盤基、援支な々様、のめたるす進推を動活
動活業産、りくづクーワトッネ、み組り取な
長成己自が々個、で的元多、どなクンリのと

。くいてっ図を開展なうよくいてし


